
            

 
「一秒の言葉」から「人生の宝物」へ 

 
校 長  宮 野 和 幸 
 

大寒の厳しい寒さが続いておりますが、間もなく立春となり、梅のつぼみも少しず

つ大きく膨らむなど、春を感じとれる季節が確実に近づいてきます。 

学校では、３学期も概ね順調にスタートし、間もなく１／３が終了するところです。 

また、６年生の集大成となる記念すべき旅立ちの日「令和初の卒業式」、１年生か

ら５年生の「令和初の修了式」も一歩一歩確実に近づいてきます。 

さて、我々教師は立場上、日々の教育活動はもちろんのこと、様々な式典やイベン

ト等で、何かと人前で話をする機会が多いものです。実際、私自身も多岐に渡るスピ

ーチの際には、聴いてる人にとって、なるべくわかりやすく、興味をもちやすく、少

しでも記憶に残るようなインパクトのある内容でのスピーチを常に心がけています。  

本校に赴任したこの２年間のなかで、ある知人の結婚披露宴にて、私は以下のよう

な「一秒の言葉」という詩を紹介するスピーチをしました。 

「 一秒の言葉 」  

「はじめまして」この一秒ほどの短い言葉に、一生のときめきを感じることがある。  

「ありがとう」 この一秒ほどの短い言葉に、人の優しさを知ることがある。  

「がんばって」 この一秒ほどの短い言葉で、勇気がよみがえってくることがある。  

「おめでとう」 この一秒ほどの短い言葉で、しあわせにあふれることがある。  

「ごめんなさい」この一秒ほどの短い言葉に、人の弱さをみることがある。  

「さようなら」 この一秒ほどの短い言葉が、一生の別れになる時がある。  

一秒に喜び、一秒に泣く。一生懸命、一秒。人は生きる。  

 これは、１９８５年（昭和６０年）の大晦日の夜、民放の「ゆく年くる年」の冒頭でた

った一度だけ流れたテレビコマーシャルで使われた詩です。映し出された学校の風景を背

景に、静かに語られる一編の詩が紹介され、それが過ぎゆく年を偲び、新たな年を迎えよ

うとしている多くの人々の心を打ち、大きな反響を呼びました。この詩の作者は、漫画家

でもある小泉吉宏氏で、時計で有名な服部セイコーのコマーシャルに採用された詩でした。 

実際の私のスピーチでは、上記の詩を紹介した後、最後には「たとえ短い言葉であって

も、お互いを大切にしながら、これからの素晴らしい人生という時間を共に刻んでほしい。」

という内容で締めくくったことを思い出します。  

人は誰しも、どこかのタイミングで自分の人生を振り返る時があります。「そういえば、

あのときの『ありがとう』の言葉、うれしかったな」等と、一つや二つのエピソードが浮

かんでくるかもしれません。そして、自分のこれまで歩んできた人生とこの詩を照らし合

わせたとき、あらためて自己の人生の貴重な一場面に欠かせない言葉であったことに気付

き、感動を覚える人もいるかもしれません。普段何気なく使っている一秒ほどの短い言葉

が、「人生の大事な言葉」に、そして「人生の宝物」となることがあるかもしれませんね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
□ 授業参観・懇談会、学校公開日があります。 
 ･「成長報告会」及び懇談会 2 月１４日(金)【6 年】       

･ 授業参観・懇談会  2 月１８日(火)【４・５年】 
     2 月１９日(水)【スマイル・１・２・3 年】  
 ･「クラブ発表会」  ２月２１日(金)14:25～15:30（4 年以上） 
□ 資源回収のご協力をありがとうございました！ 

1 月１１日（土）ＰＴＡ資源回収では、多くの保護者の方々のご協力をいただき、
ありがとうございました。資源回収も子どもたちの「学ぶ機会」として今後も実施
する予定です｡無理のない形で主体的な参加のもとに行いたいと思いますので、ご理
解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。（収益金１０６、７１０円） 

□ 転出・転入の予定について 

令和２年度の学級数は、各学年の児童数によって決定します。学年によってはクラ

ス数が変わる可能性があるところもあります。転出の予定がある場合は、なるべく早

めに担任までお知らせくださいますようお願いいたします。あわせて、近所に引っ越

してくるご予定の方がいらっしゃる場合の情報もお知らせください。 

 令和２年１月３１日発行 
                                

 
 
 
◎教育目標（目指す子ども像）                         鴻巣市鎌塚１０番地 
「進んで学ぶ子」「思いやりのある子」「元気でがんばる子」   ℡ 548-2300 

鴻巣市立下忍小学校 

 

学校教育目標  

                 

 

 

 

 

 

 
 
曙駐車場の使用については、PTA の利用規則で、以下のように取り決められ

ております。 
 
 
 
 
 
 
このことから、日中については、お子さんの早退・遅刻の送迎や緊急時での

対応、体の不自由な方や車でないと支障をきたす方、学習で依頼している指導
者の方々などに限り、学校側の判断で許可証を発行している状況です。 
これまでも協力依頼の注意喚起はしてきましたが、積極的な対応をしていな

かったことから、毎年、学校評価では保護者の皆様から「公開授業時での利用
は不公平ではないか」との意見が複数寄せられていました。そこで、公正・公
平の観点から、上記の利用規則をもとに、今後も手紙や HP、メールにて「駐車
場の利用」について広く周知していきたいと思います。ぜひご理解とご協力を
よろしくお願いします。 
なお、何らかの理由で車での来校が必要な場合は、ご連絡をいただければ状

況に応じて許可をしておりますので、お声がけください。 

 

・PTA 運営委員会、修学旅行・林間学校の送迎、ボランティア活動、放課後

こども教室のお迎え、学校行事時以外での各部員活動 

・PTA 総会（＊ただし条件あり） 

上記の行事以外では一切使用できません。 
 
 
 
 
 

思いやりのある子  

〇自分たちの下忍小をき
れいにしようとする子  

 
 

元気でがんばる子  

〇身の安全を守るための
正しい行動ができる子  

 
 
 

＜清掃活動  1/27＞  
１年生の教室では、腕を
左右に動かし、雑巾で床
をニマスずつきれいに
拭いています。  

＜避難訓練 1/9＞  
全校児童が教師の指示に
従い、口にハンカチを当
てて、素早く避難をしま
した。「バディー！」  

＜曙機械様駐車場の利用についてのお願い＞  


